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資料の種類 発話の郵赫憲脇 サンプル　モーラ 備　考
資料1一（c） v　　型 0．46 三〇 1回目
ﾌ発音資　料　IV cv　　型 0．33 38
資料1一（a）v＝　　型 0．25 10
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おけるaの平均値4，4闘はcv型におけるeの平均値5．5鵬，　oの平均値7曲，
cvircv“Xiにおけるeの平均値4．7㎜などよりもちいさいということである。ま
た，朗読におけるeの平均値2．0㎜，oの平均値L4㎜はcv型の発話におけるi
の平均値4．3㎜よりもずっとちいさく，cviicv型におけるiの平均値1．5㎜と
ほぼひとしい。このことから，無意味音節の発音におけるADの値，そしてお
そらく単語だけをとくにとりだして発音したばあいのADの値というものは実
際の文の発話におけるADの値とはかなりかけはなれたものとなるということ
がいえるだろう。すなわち，孤立した，あるいはとりだされた音節あるいは単
語におけるADの値を現実の会話におけるADの値とみなすことはできないの
である。そして，いうまでもないことであるが，この朗読においてあらわれた
ADの値というものは朗読という特定の条件における一つの例にすぎないから，
H常のさまざまな場面においてあらわれるさまざまなことなった声量，ことな
った発音の明瞭さ，さまざまにことなった表現性をになった発話において，A
Dの値はかな1）変動するにちがいない。
　（2）しかし，それにもかかわらず，この朗読においてもADの値はuにおい．：
最小であり，iがそれにつぎ，　aが最：大，そしてeと。はaとiの申間にあるという
母音網互の関係は前述のほかの資料のばあいとおなじである。このことから，
（1）にのべた事実にもかかわらず，さまざまな種類の現実の発話においても下あ
ごの開き方にみられる五つの母音の僧号の関係は，事例が極端にすくなくて特
別な要鑓が介入したばあいをのぞけば，一般にたもたれるだろう。
　（3）朗読の資料においてはeと。のADの値：は，平均値をくらべると，e2．0
㎜，01．4㎜であってわずかながらeの方がおおきい。このことが有意味なもの
であるかどうかはさらに事例をふやして検討しなければ判断できない。
　（4）先行子音の後続母音のADの値にあたえる影響に関しては，資料III（cvi
＝CV型の発話），資料N（CV型の発話）においてみられたのとpa一一の傾向があき
らかにみられる。すなわち，第15図にみるように，母音ieaoのADの値は，
先行子音がs，z，ついでt，　dなどのときにちいさくなり，　h，　k，　g，　rなどの
ときにはおおきくなる傾向がみられる。
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5．結論と今後の鎖題
　結論として，日本語の母音における下あごの開きに関してつぎのことを指摘
できる。
（1）日本語の母音における下顎骨の開きの程度は発話の種類に応じておおきく
ことなりうる。
（2）それにもかかわらず，同一の性質をもった発話のなかでは下あごの開きの
程度は五つの母音のなかでuが最小（ほとんどのばあい，上下の門歯がわずか
にかさなりあう程度）であり，茎がこれについでちいさく，e，　oはそれより
もひろく，aにおいて最大となる。
（3）誇張した発話においては，下あごの開きの程度：は母音a，e，　oのばあい
におおきくなる。
（4）母音iにおいでは，下顎骨はうしろにきわめてわずかであるが後退するこ
とがみとめられる。
（5）ADの値が約10rrEriをこえるばあいには，下あごを開く運動の速さがその附
近でおそくなる。ただし，朗読におけるADの値の最大値が7㎜であったこと
からみて，B本語をはなす露常生活においてADの値が10㎜をこえるような発
話は大声での演説，表現的な発声，歌，とおくの人へはなしかけるための叫び
声などのようなばあいをのぞけば，比較的まれな，特定のばあいにしかおこら
ないのではないかとおもわれる。
（6）直音節と拗音節を比較すれば，ア段，オ段においては拗音節における下あ
ごの開きは他の条件がおなじであれば直音節のばあいよりもちいさくなる。
（7）先行する子音は一定のしかたで後続の母音の下あごの開く程度に影響を
あたえる。舌先の摩擦音破擦音S，C，　Zのあとの母音の下あごの開きはちい
さめになり，顕著ではないがt，d，　nのあとの母音でも下あごの開きはいく
らかちいさめになる。反対に二二の子音k，g，　g，はじき音r，およびhの
あとの母音では下あごの開きはややおおきめになる。
　今後の課題として以下の問題をのこしている。
（1）上にのべた結果はおおくの標準語の話し手について，また，種々のことな
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る性質の発話についてたしかめられるべきである。
（2）H本語および諸声語の種々の子音の調音における下あごの役割，および子
音から母音への移行にさいしての下あごのうごきの程度についてさらに研究す
べきである。
（3）下あごの運動に関するデーターを唇のうごきおよび舌のうごきと対照させ
て分析することによって，三者の関係，そして，そのなかで下あごがになって
いるどちらかといえばおおくのばあいに補助的であるが重要な役割についてた
だしくみきわめる必要がある。
（4）母音および子音の発音において下あごがはたす役割の重要さ，および下あ
ごと唇，香との栢互関係は言語によってことなりうるだろうと筆者らは推論す
る。たとえば，唇のまるめを多用する欝語，たとえばフランス語，ドイツ語，
スエーデン語などにおいては母音の形成における下あごの開閉運動のはたす役
割は，H本語のような，そうでない書語よりもおそらく相対的にちいさいかも
しれないとわれわれはかんがえている。すなわち，これらの言語では母音の発
音にさいして，下顎骨の開閉運動よりもむしろ唇をうこかす筋肉の活発な活動
が声道の出口のおおきさをきめるうえで主導的な役割をになっているのではな
いかとおもわれるからである。しかし，これらの点をあきらかにするためには
諸言語ごとのデーターが必要である。
（注1）　筆者らが調音運動を研究する目的で，話しことば研究室において作製した
ものである。撮影は東京大学医学部音声言語医学研究施設の沢島政行・広瀬肇両氏の
協力をえて1965年と1967年の2回にわたっておこなった。発音者は上村（東京生れ，
東京育ち）で，一と村はあらかじめ用意したテキストをみながら，はっきりと，そして
不自然な誇張がなるべくはいらないよう気をつけながら発音した。そして音声器官の
うごきを特別なばあいをのぞいてはできるだけ意識しないようにした。くわしくは
「X線映画　B本語の発音について」　（国立国語研究所話しことば研究窪　1970）を
参照されたい。
（注2）　cv「＝cv（たとえばpa’：pa）のような型のフォネームの組合せをえらんだの
は，第一に語頭の子音と舞音間の子音をできるだけ純粋な条件，すなわち，一種類の
母音の影響しかうけないという条件で比較し観察するためである。第一音節の碑音を
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ながくしたのは1秒間に24コマというおそい撮影の速度を考慮して，母音の安定的な
部分がじゅうぶん観察できるように計癒したためである。第一音節をなが母音，第二
音簾をみじか母音とし，かつ，第一音節にアクセントを位竃させたことは観察の条件
の純緯性をいくらかそこなうものである。　（すなわち，たとえばpゴ＝paをpapaにくら
べたばあい）。しかし，アクセントのあるなが母音をもつ第一音節とアクセントのな
いみじか母音をもつ第二音節とを対比させれば，母音子音の調音運動およびその結果
としての音響に，この二種類の音節のあいだで対照的なちがいがうまれるだろうとい
う予想をたててこの組みあわせをえらんだが，その予想は的中した。
（注3）　左隅にかいてある数字（1）一20－28は，このフレームが映画フィルムのうち
第1部の20番類のセットの第28番蟹のフレームであるという意味である。以下問様。
（注4）　下あごの皮腐の特定の点を計測点とするのは，皮覇が下顎骨に対して固定
しているわけではないので，下顎骨の正確なうごきをしるためには最上の方法とはい
えない。
（注5）　入れ歯の金属をえらんだのは，金属がスクり一ン上でとくにはっきりとう
つるので計測が容易，かつ，正確にできるためである。
（注6）　下顎骨は上顎骨に対していえば，休血状態の位置からみて前後にも左宿に
もかなりうごくことができ，これらのうごきは，ときに表現的な音声を発するために
利用されるが，その問題はここではあっかわない。
（1973年10月脱稿）
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